（別紙２）

設備整備計画（営農型太陽光発電設備の下部の農地における営農計画書）

１　営農に関すること
（１）栽培に必要な労働力の確保の状況
①農業従事者数
	農業従事者数
	備考

	常時（人日）
	臨時（人日）
	

	
	
	


（注）備考欄には、臨時従事者の雇用期間、作業内容等を記載すること。

②農業従事者の勤務体系
	
	勤務日数
（日/月）
	勤務時間
（時/日）
	備考

	通常期
	
	
	

	繁忙期
	
	
	


（注）農業従事者の平均的な勤務日数、勤務時間を記載すること。

（２）栽培品目
①下部の農地において栽培する農作物の単収見込み等
	作付予定作物
	単収見込み(A)
(kg/10a）
	地域の平均的な単収(B)
（kg/10a）
	単収の増減見込み
（A／B×100（％））
	地域の平均的な単収の根拠
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（注）１　「単収見込み」は、１年目の単収見込みを記載すること。
２　「地域の平均的な単収」は、原則として市町村の統計等を用いて記載すること。
３　「地域の平均的な単収の根拠」は、統計調査名や比較対象とした地域等を記載すること。なお、統計調査以外の内容を記載する場合には、比較対象として適切であると判断した理由を具体的に記載すること。

②下部の農地において栽培する農作物の生産・販売実績
	作付予定作物
	生産・販売実績（円/年）
	販売先
	年度

	
	
	
	

	
	
	
	


（注）「年度」の欄には、記載した生産・販売実績に該当する年度を記載すること。


③下部の農地において栽培する農作物の出荷・販売先
	作付予定作物
	地域での一般的な販売先
	自身の販売先（予定）
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	



④下部の農地における作付予定作物の作付面積
	
	作付予定
作物
	作付面積
（㎡）
	栽植密度
（株・本・播種量(kg)/10a）
	生長の指標
（樹高・分枝状況等）
	予定収量
（kg/10a）

	１年目
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	２年目
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	３年目
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	４年目
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	５年目
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（注）生長の指標については、収穫まで１年以上時間を要する作物を栽培する場合に記載すること。

⑤営農に必要な農作業の期間
	

	作付予定
作物
	農作業の内容（月間）

	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	10
	11
	12

	１年目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２年目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３年目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	４年目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	５年目
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）１　農作物ごとに農作業の内容欄に栽培期間と必要となる農作業の内容・その作業期間を具体的に記載すること。
２　収穫まで期間を要する農作物の場合、作付けから収穫までの各年については、生長の指標に沿って、収穫までに必要となる作業内容を具体的に記載すること。


⑥下部の農地における収支の見込み
	１年目

	収入金額（A）
	科目
	金額
（円）
	支出金額（B）
	科目
	金額
（円）

	
	販売金額
	
	
	種苗費
	

	
	自家消費
	
	
	肥料費
	

	
	雑収入
	
	
	農機具費
	

	
	発電収入
	
	
	農薬・衛生費
	

	
	営農協力金
	
	
	動力光熱費
	

	
	
	
	
	修繕費
	

	
	
	
	
	人件費
	

	
	
	
	
	地代・賃借料
	

	
	
	
	
	農業共済掛金
	

	
	
	
	
	減価償却費
	

	
	
	
	
	土地改良費
	

	
	
	
	
	雑費
	

	
	
	
	
	租税公課
	

	
	
	
	
	
	

	
	小計
	
	
	小計
	

	差引金額（A-B）　　　　　（円）


（注）１　収支の見込みについては、適宜表を複製し、１年目から５年目まで作成すること。なお、複数年度において、収支見込みが同じ場合はまとめて記載すること。
２　「科目」は収支科目の主要なものを例示しているため、適宜、追記・削除すること。
３　「発電収入」の欄は、設備整備者と下部の農地の営農者が同一である場合において、売電による収入がある場合に記載すること。
４　「営農協力金」の欄は、設備整備者と下部の農地の営農者が異なる場合において、設備整備者から営農協力金等を受領する場合に記載すること。

２　営農型太陽光発電設備に関すること
（１）生育に適した日射量の確保
	作付予定作物
	遮光率（日射量の減少率）
	備考

	
	
	

	
	
	


（注）遮光率での判定が困難な場合、日射量の減少率を記載すること。



（２）効率的な農作業の実施
①支柱
	高さ(ｍ)
	支柱の間隔(ｍ)

	最低地上高：
	最高地上高：
	


（注）支柱の間隔は、農業機械の通路の幅となる間隔を記載すること。

②農作業を効率的に行う上で通常必要となる空間の確保について
	



（注）営農型太陽光発電設備の支柱の高さ及び間隔、農業機械の寸法を踏まえ、農作業を効率的に行う上で通常必要となる空間が確保されていると判断している理由を具体的に記載すること。

３　地域との共生に関すること
（１）地域における協議会等及び地域計画の協議の場での協議状況
①地域における協議会等での協議状況
	


（注）協議会の名称及び協議状況について記載すること。

②地域計画の協議の場での協議状況
	



（２）営農型太陽光発電設備の損壊等による第三者への損害を補償する保険への加入状況等
	



（注）保険への加入状況を記載し、契約書等を添付すること。まだ契約に至っていない場合は、契約予定を記入し、契約後に契約書等を提出すること。保険加入以外の方法にて、第三者への損害の補償を予定している場合はその旨を記載すること。

（３）土地の所在と選定理由について
	



（注）発電設備の所在地が土地改良事業の施行や農業経営の規模拡大等の施策の妨げになるおそれがない理由を記載すること。



